
静
甲

東

中

館
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
静
岡
県
榛
原
郡
相
良
町
大
江
字
箱
頼

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
二
年

（平
４
）
七
月

。
九
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
相
良
町
教
育
委
員
会

。
加
藤
学
園
考
古
学
研
究
所

４
　
調
査
担
当
者
　
小
野
員

一
（加
藤
学
園
考
古
学
研
究
所
）

５
　
遺
跡
の
種
類
　
居
館
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
一
一
一世
紀
を

一
三
世
紀
初
頭

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

相
良
町
は
、
駿
河
湾
西
岸
に
お
い
て
大
井
川
か
ら
御
前
崎
に
至
る
内
湾
状
の

海
岸
線
の
中
央
部
南
半
に
位
置
す
る
。
東
中
館
跡
は
、
市
衝
地
よ
り
県
道
相
良

金
谷
線
を
約
二

・
五
血
北
進
し
、

菅
ケ
谷
川

（萩
間
川
支
流
）
を
渡

る
直
前
を
右
折
し
て
三
Ｏ
Ｏ
ｍ

ほ
ど
東
進
し
た
道
沿
い
に
所
在

す
る
。

館
跡
は
概
略
東
西
約
九
〇
ｍ
、

南
北
約
六
五
ｍ
前
後
の
長
方
形

を
な
す
よ
う
で
あ
り
、

同
じ

遠
江
の
菊
川
町
に
残
る
大
屋
敷

（内
田
氏
居
館
跡
）
と
同
形
態
で
あ
る
。　
館
主
は
平
安
後
期
か
ら
鎌
倉
初
期
に
か

け
て
相
良
荘
を
支
配
し
た
相
良
氏
を
お
い
て
考
え
ら
れ
な
い
。
相
良
氏
は
藤
原

南
家
の
出
と
伝
え
、
周
頼
よ
り
頼
景
ま
で
五
代
が

一
二
世
紀
に
相
良
庄
に
在
住

し
、
後
を
嗣
い
だ
長
頼
が

一
二
世
紀
終
末
に
平
家
没
官
領
を
得
て
肥
後
国
に
転

住
し
た
。

館
跡
の
北
側
か
ら
西
側
に
か
け
て
土
塁
が
残
存
し
、
堀
跡
も
北
側
に
細
い
水

田
と
し
て
残

っ
て
い
る
が
、
他
は
道
路
や
建
造
物
の
た
め
に
失
わ
れ
て
い
る
。

周
辺
の
市
街
化
現
象
の
中
で
西
側
土
塁
の
西
半
も
破
壊
さ
れ
、
廃
滅
の
危
機
に

瀕
し
て
い
る
こ
と
と
い
町
史
編
纂
事
業
の
中
で
こ
の
居
館
跡
の
調
査
の
必
要
性

が
指
摘
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
町
荻
育
委
員
会
に
よ
っ
て
部
分
的
な
発
掘
を
伴
う

考
古
学
的
調
査
が
計
画
さ
れ
た
。

調
査
の
結
果
、
平
安
末
か
ら
鎌
倉
初
期
に
至
る
遠
州
地
方
に
お
け
る
重
要
な

一兵
族
の
居
館
跡
で
あ
る
こ
と
が
判
努
し
た
。

出
土
遺
物
に
は
須
恵
器

。
土
師
器

・
陶
磁
器

・
木
簡
な
ど
が
あ
る
。
木
簡
は

居
館
跡
の
北
側
の
堀
跡

（第
ニ
ト
レ
ン
チ
内
で
幅
約
七
じ

内
の
灰
黒
色
粘
質
土
層

中
よ
り

一
点
出
上
し
て
お
り
、
伴
出
の
上
師
器
は
伊
豆
の
北
条
氏
館
跡
や
願
成

就
院

（北
条
時
政
建
工も

な
ど
の
出
土
品
と
ほ
ぼ
共
通
し
、　
三

一世
紀
か
ら

一
三

世
紀
初
頭
頃
の
も
の
と
考
え
ら
れ
、
須
恵
器
や
山
茶
椀

・
常
滑
焼
な
ど
も
ほ
ぼ

同
時
期
の
も
の
で
あ
る
。
特
に
小
皿
は
願
成
就
院

・
智
満
寺

（島
田
市
。
旧
遠
江

国
榛
原
郡
地
内
）
・
旗
指
古
窯
跡

（同
）
出
土
の
も
の
と
類
似
し
て
い
る
。

(子圭卜
'II)



1993年出上の木簡

木
簡
の
釈
文

。
内
容〔四
年
≧

　
　
　
　
　
　
　
〔間
と

ω

　

「
　
　
□
□
□
□
年
□
□
□
□
大
治
年
□
□

□
□
□
□
□
　
　
　
□
□
□
□
□

〔王
ヵ
〕

天
□
天
□
惣
□
郷
内
国
□

□
□
　
天
□
□
□
□
□
遺
□
□

□
□
□
□
四
月
九
日
□
□

【所
ヵ
〕

□
□
□
□
□
井
道
□

Ｃ

∞
じ

×

含

卜
じ

×

ｏ
　

ｏ
置

下
部
が
欠
損
し
て
お
り
、
ま
た
判
読
し
得
な
い
部
分
が
多
く
全
体
の
文
意
は

〔間
力
〕

わ
か
ら
な
い
が
、
右
下
に

「大
治
年
□
」
全

一
二
六
ｔ
一
〓
三

）
と
あ
り
、　
一

二
世
紀
前
半
以
降
の
年
代
が
与
え
ら
れ
る
。

９
　
関
係
文
献

相
良
町
荻
育
委
員
会

『
相
良
町
東
中
館
跡
』
全

九
九
三
年
）

（小
野
員
一
）

Ｆ
嬢
馳
鞘




